
 

和歌山県立田辺工業高等学校 保健室（Ｖｏｌ．１３）２０２０年 9 月号 

 今月は雨が少なく、毎日のようにぎらぎらの太陽に照らされ続けました。 

 まだまだ暑い日は続きます。引き続き、熱中症予防を心がけましょう。 

感染症の予防について 

近辺で新型コロナウイルス感染症が広がってきました。 

「自分は大丈夫」という意識は捨てて、感染拡大防止の意識を高めましょう。 

「３密」「大声」が大きなリスクだということが分かってきました。 

学校でも教室内はどうしても「密」になります。マスク着用をお願いします。 

電車やバスも不特定多数の人と距離が近くなりがちです。マスクを着用し、不必要な場所に触れない

ようにしましょう。 

公共の場所でもマスク着用を心がけましょう。感染防止策でもありますし、ひとつのマナーとなって

きています。 

冷房を入れても換気のために窓は開けておく必要があります。対角の窓をおけておくことで換気効率

が上がります。工夫して暑い時期を乗り切りましょう。 

◎ソーシャルディスタンスをとりましょう 

                

   マスクをつけていても、近距離で対面での会話や大声を出すことは控えましょう。 

    腕相撲やプロレスごっこはやめましょう。食事の際も対面は避け、隣と距離を空けましょう。 

◎ソーシャルディスタンスがとれない場面や公共の場ではマスクを着用しましょう 

  教室内は距離がとりにくい状態です。エアコンが効いている場面ではマスクを着用してくだ

さい。息苦しさを感じる場合などは、人との距離を十分にとった場所でマスクの片耳を外す

などして呼吸を整えましょう。マスク表面を触ったら必ず手を洗いましょう。 

◎朝の健康観察を行いましょう 

  家で検温を忘れた時や健康観察票を持ってくるのを忘れた時は、学校で検温します。 

◎手洗いを励行しましょう 

    飛沫感染を防ぐ有効な手段です。石けんをよく泡立てて、洗い流しましょう。 
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公益財団法人日本教育公務員弘済会和歌山支部様、株式会社和歌山教弘様、ジブラルタ生命保険（株）様より、

校内の清拭、消毒に使用できるぞうきんを寄贈いただきました。大切に使わせていただきます。 

 


